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内容要旨 
【目的】下垂体アデニル酸シクラーゼ活性化ポリペプチド（PACAP）は、
神経ペプチドで種々の組織に認められる。PACAPは外分泌腺の分泌亢進作
用があることから、経鼻投与法を用い PACAP の唾液腺分泌制御について研
究を行った。【材料と方法】8週齢♂C57BL/6 マウスを使用し、PACAP38を
含む生理食塩水 2μl を両側の鼻腔に投与し、唾液分泌量を測定した。
PACAP の唾液腺への作用の検討は、PACAP 投与前にアトロピンを腹腔投与
し唾液分泌量を測定した。PAC1Rの局在は、耳下腺・顎下腺・舌下腺を採
取し、固定後、凍結切片を作成、抗 PAC1R 抗体で免疫組織学的に検索した。
唾液中の EGF量の測定には ELIZA法で行った。【結果】PACAP 投与後 1時
間で有意な唾液分泌量の亢進が認められた。この分泌亢進はアトロピン投
与では抑制されないため、PACAP による唾液分泌亢進は唾液腺への直接的
作用であることが示された。PAC1Rの局在は耳下腺と舌下腺では、主に線
条部導管に強い陽性反応が認められた。顎下腺では、顆粒性導管にある細
長い細胞（ピラー細胞）に局在していた。PACAPによる唾液内の EGF 濃度
の解析は、PACAP 投与後 1 時間の唾液中に高濃度の EGF が含まれていた。 
【考察】PACAP 経鼻投与で有意な唾液分泌亢進が認められ、PAC1R の局在
は主に線条部導管であることから、腺房からの唾液分泌促進ではなく、再
吸収の抑制によるものと考えられる。また、顎下腺でのピラー細胞の PAC1R
の強い発現と唾液中の EGF濃度の上昇は、ピラー細胞による EGF分泌制御
の可能性を示すものと考える。 
